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変容するASEANの商業銀行

三重野文晴編� 2020 年　203p.�2600 円�

アジア金融危機から20年，混乱の中核にい
た ASEAN の商業銀行は，アジアの経済成
長や世界金融危機を経て，どのように変容
したのか。金融データと国別研究から探る。

55
東アジアの人文・社会科学における研究評価
制度とその変化

佐藤幸人編� 2020 年　208p.�2600 円�

研究をどう評価すべきか。たとえば，本1冊と論
文3本では，どちらを高く評価するのか。こう
した問題に興味をもつならば，本書から東アジ
アの人文・社会科学の取組みを知ってほしい。

54
マクロ計量モデル
その利用と応用

植村仁一編� 2020 年　184p.�2300 円�

マクロ計量モデルを中心としたシナリオ分析例を紹
介し，発展段階の異なる経済への応用の一助とす
る。また，東アジア貿易リンクモデルを用い，昨今
の米中情勢がもたらす同地域への影響を展望する。

53
現代フィリピンの法と政治
再民主化後 30 年の軌跡

知花いづみ・今泉慎也著�2019 年　182p.�2300 円�

アジア諸国における民主化運動と憲法改革の
先駆けとなったフィリピンの1987年憲法の制
度設計と政治・社会との関係の考察を通じ
て，フィリピンの政治と法の課題を探る。

52
21世紀のフィリピン経済・政治・産業
最後の龍になれるか？

柏原千英編� 2019 年　186p.�2400 円�

「アジアの奇跡」に乗り遅れたフィリピンは，
約30年遅れて「最後の龍」になれるだろうか。
近年，活況を呈する同国の2000年代以降にお
ける経済・政治・産業を概観・解説する。

51
アジアの障害者のアクセシビリティ法制
バリアフリー化の現状と課題

小林昌之編� 2019 年　207p.�2600 円�

障害者がほかの者と平等に人権および基本的
自由を享有するための前提条件であるアクセ
シビリティの保障について，アジア６カ国の
法整備の実態を分析し，課題を明らかにする。

50
習近平「新時代」の中国

大西康雄編� 2019 年　214p.�2600 円�

2期10年の慣例を超えた長期政権を目指す習
近平政権は，多くの課題に直面してもいる。
本書では，諸課題の分析を通じ，政権が「新
時代」を切り拓くための条件を展望する。

49
不妊治療の時代の中東
家族をつくる , 家族を生きる

村上�薫編� 2018 年　245p.�3100 円�

男女とも「親になって一人前」とされる中東。
不妊治療が急速に普及する今 , 人々は家族を
どうつくり , 生きようとしているのか。宗教
倫理・医療的背景とともに，その営みを描く。

48
ハイチとドミニカ共和国
ひとつの島に共存するカリブ二国の発展と今

山岡加奈子編� 2018 年　200p.�2500 円�

カリブ海に浮かぶイスパニョーラ島を分け合うハイチとドミニカ共和国。日
本でほとんど知られていない両国は ,�開発と経済発展 ,�個人独裁の歴史 ,�国
民の生活水準 ,�貧困と格差 ,�大国の介入といった点で ,�共通点と際立った差
異の両方を見せている。中米・カリブの専門家によるパイオニア的研究書。

47
マクロ計量モデルの基礎と実際
東アジアを中心に

植村仁一編� 2018 年　204p.�2600 円

分析手法としてのマクロ計量モデルの歴史 ,�構築のイロハ
から各国での活用例 ,�大規模モデルへの発展まで ,�東アジ
アを中心として解説する。また，今後同地域が直面して
いくであろう高齢化といった問題を取り込む試みも行う。

46
低成長時代を迎えた韓国

安倍�誠編� 2017 年　203p.�2500 円

かつてのダイナミズムを失って低成長と格
差の拡大に苦しむ韓国の現在を，産業競争
力と構造調整，高齢化と貧困，非正規雇用，
社会保障政策の各テーマを中心に描き出す。




